
 

 

 

 

 

平成３０年深谷市教育委員会第６回定例会会議録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深谷市教育委員会



 

 

平成３０年深谷市教育委員会第６回定例会 

 

 

 

日  時  平成３０年６月１３日（水） 

      開 会 午後１時３０分 

      閉 会 午後３時００分 

 

場  所  教育庁舎 ３階 大会議室 

 

出席委員  教 育 長   小 栁 光 春 

      教育長職務代理者   橋 本 幾 子 

      委     員   岡 部   登 

委     員   吉 井 惠美子 

      委     員   黒 屋 信 隆 

出席職員  教 育 部 長   植 竹 敏 夫 

      教育総務課長   石 川 章 一 

      教育施設課長   小井土 秀 樹 

      次長兼学校教育課長   吉 田   勇 

      次長兼生涯学習   岡 田   真 

      スポーツ振興課長 

      次長兼文化振興課長   青 木 克 尚 

      渋沢栄一記念館長   坂 倉   茂 

      図 書 館 長   保 泉 雅 良 

      学 校 教 育 課   中 井 貴美子 

      課長補佐兼指導主事 

      学 校 教 育 課   瀧 澤 真 純 

      主査兼指導主事 

 

書  記  教 育 総 務 課   黒 澤   敦 

      課 長 補 佐  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

１ 開会 

   教育長が開会を宣告 

 

２ 前回議事録の承認 

   第５回定例会の会議録を全員異議なく承認 

 

３ 会議録署名委員の指名 

   教育長が黒屋委員を指名 

 

４ 会議の概要  

（１）会議 

 ① 報告１   深谷市教育委員会後援に関する事務取扱要綱に基づく承認について  

教育総務課長より説明 

  ② 報告２ 専決処理の報告について 

   教育総務課長より説明 

 ③ 報告３ 小・中学校及び幼稚園における放射線量測定結果について 

  教育施設課長より説明 

 ④ 報告４ 子育てひろばについて 

  次長兼学校教育課長より説明 

 ⑤ 報告５ 平成３０年３月深谷市内の中学校卒業者の進路状況について 

  次長兼学校教育課長より説明 

 ⑥ 報告６ ＮＲＴ標準学力検査等の調査結果について 

  次長兼学校教育課長より説明 

 ⑦ 報告７ 平成３０年５月深谷市立小・中学校教員等の発令について【非公開】 

  次長兼学校教育課長より説明 

  ⑧ 協議１ 深谷市立幼稚園の在り方について【非公開】 

   教育総務課長より説明 

  ⑨ 議案第２１号 深谷市社会教育委員の委嘱について【非公開】 

   次長兼生涯学習スポーツ振興課長より説明 

  ⑩ 議案第２２号 深谷市文化財保護審議会委員の委嘱について【非公開】 

   次長兼文化振興課長より説明 

 



 

 

  ① 報告１   深谷市教育委員会後援に関する事務取扱要綱に基づく承認について 

  教 育 長  事務局より説明を求めます。 

   教育総務課長  （概要を説明） 

   教 育 長  本報告について、質疑はありませんか。 

           （質疑なし） 

 

 

 

  ② 報告２ 専決処理の報告について 

   教 育 長  事務局より説明を求めます。 

   教育総務課長  （概要を説明） 

   教 育 長  本報告について、質疑はありませんか。 

           （質疑なし） 

 

 

 

 

   ③ 報告３ 小・中学校及び幼稚園における放射線量測定結果について 

   教 育 長  事務局より説明を求めます。 

   教育施設課長  （概要を説明） 

   教 育 長  本報告について、質疑はありませんか。 

           （質疑なし） 

 

 

 

  ④ 報告４ 子育てひろばについて 

   教 育 長  事務局より説明を求めます。 

   次長兼学校教育課長  （概要を説明） 

   教 育 長  本報告について、質疑はありませんか。 

   橋 本 委 員  平成２９年度において、２歳児から４歳児までの参加者 

の割合を教えて下さい。 

   瀧澤主査兼指導主事  次年度に幼稚園に進学するお子さんが大変尐なく、３割 

となりました。２歳から３歳までの次年度幼稚園進学未対 

象対象者が７割となっています。 

   吉 井 委 員  平成２８年度と比較して花園幼稚園の参加組数が１５組 

から５組と３分の１に減尐しています。こちらの原因は分 

かっているのでしょうか。 

   瀧澤主査兼指導主事  花園幼稚園の第１回子育て広場が６月２５日月曜日に開 

催されますが、その時にアンケートを取ろうと考えていま 

す。こちらで考えている原因の１つとしては、花園第２こ 

ども園が認定こども園になり定員が増加したので、児童が 

流れていることが考えられます。 

   橋 本 委 員  現在の子育て広場の周知方法は、広報のみなのでしょう 

か。 



 

 

   瀧澤主査兼指導主事  今年度は幼稚園に加え、図書館や保健センターや公民館 

などの公共施設にもポスターを掲示します。 

 

 

 

⑤ 報告５ 平成３０年３月深谷市内の中学校卒業者の進路状況について 

   教 育 長  事務局より説明を求めます。 

   次長兼学校教育課長  （概要を説明） 

   教 育 長  本報告について、質疑はありませんか。 

   岡 部 委 員  議案書１６ページに不登校生徒の人数が記載してありま 

すが、例年２６名くらいの人数がいます。このような生徒 

に対する進路の指導方法とはどのようなことを行っている 

のでしょうか。 

   次長兼学校教育課長  中学校３年生の担任は、高校進学によって不登校生徒に 

生じる不安感をとても重要視しています。高校生活からは 

良いスタートが切れるように、家庭訪問を重視しながら学 

校と家庭で緊密に連携が取れるようにしています。また、 

教育研究所で実施している適応指導教室のいきいき教室に 

通う生徒が、中学校３年生の６月以降に増加します。それ 

を踏まえて、教育研究所と学校で連携した進路指導をして 

います。平成３０年度からは夜の部の適応指導教室も開始 

したので、より手厚い対応をとれるようになっています。 

いずれにしても、生徒全員が高校１年生の４月を迎えられ 

るように進路指導を進めています。 

   吉 井 委 員  不登校生徒の進路状況の項目に家事手伝い・その他とあ 

りますが、その他に何が含まれているのか教えて下さい。 

   次長兼学校教育課長  進路状況は、学校が生徒の家庭状況を見て報告をしてい 

ます。その他の項目にはひきこもり等も含まれており、３ 

月時点で進路が決定していない人数を記載しています。夏 

休み辺りから高校に通わせたいという家庭もあるので、引 

き続き進路指導をしていきます。 

   橋 本 委 員  平成３０年度３月時点ではその他の報告人数は４名です 

が、５月の時点で７名に増加しています。なぜ人数が増加 

したのか不思議に思いました。 

   中井課長補佐兼指導主事  議案書１６ページのその他の人数は、不登校生徒２６名 

中の人数です。２２名が進学をして、４名が家事手伝い・ 

その他という状況です。一方、１７ページのその他の人数 

は、不登校生徒とそうでない生徒を含めた数になるので人 

数に違いが出ています。 

 

 

 

 

 



 

 

   ⑥ 報告６ ＮＲＴ標準学力検査等の調査結果について 

   教 育 長  事務局より説明を求めます。 

   次長兼学校教育課長  （概要を説明） 

   教 育 長  本報告について、質疑はありませんか。 

   吉 井 委 員  テストを受けた児童生徒は通常学級のみですか。 

   次長兼学校教育課長  基本的には、通常の教育課程を受けた児童生徒が対象に 

なっています。その他の子供にも個別に担任を通してＮＲ 

Ｔの話をしており、希望があれば検査してもらっています。 

   岡 部 委 員  ＮＩＮＯの検査結果を見ると中学校１年生の結果が芳し 

くないのですが、どのような検査なのか詳しく教えて下さ 

い。 

   次長兼学校教育課長  認知能力検査ＮＩＮＯですが、授業で獲得する学力を測 

定するものではなく昔でいう知能検査に近いものになりま 

す。例えば記憶力の問題ですが、短時間に流れる話を記憶 

して質問に答えていくようなものがあります。各教科で取 

得した学力ではなく、学習をする上で必要とされる教科横 

断的な能力、いわゆる認知能力を測定して学習の改善に生 

かすという検査になります。 

   岡 部 委 員  学習能力が上がることで、ＮＩＮＯの検査結果も良くな 

るのでしょうか。 

   次長兼学校教育課長  学習を進める上でのベース能力は認知能力と呼ばれてい 

ます。例えば認知能力の偏差値が５０だとすると、学習学 

力についても５０くらいが期待出来ます。認知能力よりも 

学習能力が上回った場合は、学習指導において期待以上の 

成果が出ていると考えられます。逆に、認知能力が学習能 

力を上回っている場合、学習指導に何かしらの問題がある 

のではないかと考えることが出来るのです。認知能力と学 

習能力は連動しており、この考え方をアンダーアチーバー 

やオーバーアチーバーと呼びます。 

   教 育 長  中学１校年生は認知能力検査が４７、ＮＲＴが５０とい 

うことで学習指導を頑張った結果が出ていると考えてよろ 

しいでしょうか。 

   次長兼学校教育課長  標準的に見ればそのような分析で良いと思います。今後 

は専門家の指導を受けながら、生徒の認知能力についても 

伸ばしていければと考えています。 

   橋 本 委 員  ＮＩＮＯとは学習に関連する５つの認知能力と学習に向 

かう力を測定する検査ですと記載されています。学習に向 

かう力はどのように検査しているのでしょうか。 

   次長兼学校教育課長  学習に向かう力の項目は、質問式のアンケートになって 

います。例えば、目標を立てて努力していますか、計画を 

立てて勉強をしていますかという質問に対して当てはまる 

項目を選択する形です。数値が明確に出るものではなく、 

いわゆる非認知能力の１つです。 

 



 

 

   ⑦ 報告７ 平成３０年５月深谷市立小・中学校教員等の発令について【非公開】 

   【非公開案件につき内容は省略】 

 

 

 

   ⑧ 協議１ 深谷市立幼稚園の在り方について【非公開】 

   【非公開案件につき内容は省略】 

 

 

 

   ⑨ 議案第２１号 深谷市社会教育委員の委嘱について【非公開】 

   【非公開案件につき内容は省略】 

 

 

 

⑩ 議案第２２号 深谷市文化財保護審議会委員の委嘱について【非公開】 

   【非公開案件につき内容は省略】 



 

 

   教 育 長  本日の議事はすべて終了いたしました。 

 

         次回第６回定例会は、７月１８日（水）午後１時３０分か

ら開会です。 

 

 

         以上で、平成３０年深谷市教育委員会第６回定例会を閉

会します。 

 

 

 

 

 

   

 


